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庠主講話 富士山の歴史 
      五味文彦先生 

11月23日栃木県の足利学校に五味文彦先

生の講演を聞きに行ってきました。先生は

足利学校の庠主(しょうしゅ)になって以来

「釋奠」(しゃくてん)の式後に講演をして

います。演題は「富士山の歴史」でした。

富士山は多くの絵はあるが、文献は少ない

そうです。 

摂関時代の『竹取物語』に富士山が載っ

ているそうです。かぐや姫が天に帰ってい

く際に、天人から帝に文と不死の薬を入れ

た壺を贈られました。帝はかぐや姫が天に

帰ってしまったことを嘆いて、天に最も近

い駿河の山に勅使を派遣して、山頂から文

と薬を焼いたそうです。その山はふじの山

と称されたそうです。この物語は天と地上

の帝を天女が結びつけることを物語ってい

て、帝の存在が天に支えられていることを

示していると話されました。 

貞観６年(864)に富士山の噴火が『日本三

代実録』に記されていて、「山の方 12 の里

を焼き、光炎の高さは 20 許りの丈、岩を焦

がし、嶺を崩して砂石が雨のように降って

きたとあり、河口湖が出現し、本栖湖へも

溶岩が流入、北西麓の蔭海に溶岩が流出し、

西湖、精進湖が分断」されたそうです。 

富士山の噴火は11世紀になると鎮静化さ

れました。『聖徳太子伝暦』に、聖徳太子が

甲斐の産の馬に乗り、富士山に登り、信濃、

越の国を経て帰ってきた話は有名ですが、

これは仏教を東国に聖徳太子が広めたこと

を伝えているのだそうです。 

平清盛も安德天皇の誕生で、富士山遊覧 

を゙計画したそうです。富士山は大日如来とさ

れ、武家は大日如来を信仰していたのです

が、残念ながら実現できなかったようです。

頼朝も富士山を富士大菩薩と、毎日の勤行を

伊豆山の法音尼に託していたそうです。 

『一遍聖絵』には富士山を雄大に、一遍上

人が富士川に入水したところをと小さく対

照的に描いてあります。おそらく富士山を阿

弥陀仏と見なして描いたのではないかと話

されました。 

富士山は修験者の修行の場となっていま

したが、鎌倉時代になると観音信仰が庶民に

も入ってきて多くの人々が登るようになっ

てきたそうです。室町時代末期に『富士参詣

曼陀羅』には、頂上には３体の本地仏が表さ

れ、山麓には浅間大社 の社殿、三保の松原、

清見寺など雲の間に描かれています。 

元禄 4 年(1691)にドイツ人医師が江戸に

向かう途中、富士山を見て、その姿は「円錐

形で左右が等しく堂々としていて草や木は

全く生えていないが、世界中でいちばん美し

い山」と言ってます。近世では、富士山の図

は葛飾北斎の「富嶽三十六景」をはじめ多く

あるが、芭蕉は深川で富士山を見て句を詠

み、蕪村も俳諧や絵を描いています。宝永の

噴火では、噴煙の中に火柱が見え、雪のよう

な白い灰が降りそそぎ、耕作地が壊滅し、酒

匂川の氾濫を招いたそうです。 

富士講が盛んとなり、各地から白装束の

人々が駿河からは修験者・甲斐からは御師の

道案内で登拝していて、江戸では富士塚が昭

和にかけても造られ多数現存しています。 

明治政府が神仏分離をし、廃仏毀釈運動が

起こり富士山頂の大日仏が取り除かれ、浅間

大神を祀ることになったそうです。 



 


